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研究成果情報

［ ］抗酸化剤を利用した鶏肉の加熱臭抑制技術成果情報名

［要 約］肉用鶏の飼料にトレハロースを添加すると、加熱鶏肉臭の発生要因である揮発

性アルデヒドのうち、鶏肉臭特有の物質である デカジエナールの発生を抑制できる。2,4

［キーワード］ブロイラー、トレハロース、 デカジエナール、鶏肉臭、抗酸化2,4

［担 当］山梨県畜産試験場・養鶏科

［代表連絡先］０５５－２７３－６４４１

［分 類］技術・参考

［背景・ねらい］

鶏肉嫌いの人の理由の１つに臭いが挙げられており、鶏肉消費を増加させるためには

鶏肉独特の臭いを抑制することが必要である。

そこで、臭いの発生を抑制するために、脂質の酸化を防止効果のあるトレハロースの

飼料添加が鶏肉由来の揮発性アルデヒド発生量に及ぼす影響について明らかにした。

［成果の内容・特徴］

１．トレハロースの飼料添加によりムネ肉中および脂肪を加熱した際に生じる揮発性ア

ルデヒドのうち、鶏肉臭の最大要因である デカジエナールの発生量が有意に減2,4

少する（図１ 。）

２．トレハロースを添加することで発育体重および飼料要求率の悪化は認められない

（表２ 。）

３．ブロイラーの生産性の指標である生産指数( )については、トレハロースの添加PS

による差は認められない（表２ 。）

加熱条件：粉砕試料（ムネ肉および脂肪） ｇを密閉容器に入れ、 ℃の温湯2.5 100

中に５分浸漬した際に発生した気体を分析に供試した。

［成果の活用面・留意点］

１．飼料費の上昇を抑えるため、トレハロース添加期間は３週齢以降でよい。

２．トレハロースは水分を吸収すると固まるので、乾燥したところで保存することが好

ましい。
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［具体的データ］

表１ 試験区分 （ 羽× 反復）32 3

油脂源 トレハロース 添加期間 ﾄﾚﾊﾛｰｽ摂取量

g１ 魚油 な し な し ０

24.6 g２ 魚油 ０．５％ ２１～５１日齢

26.3 g３ 魚油 １．５％ ４２～５１日齢

無添加区と 水準で有意差あり*** 0.1%

無添加区と 水準で有意差あり** 1%

表２ 生産性

体重 増体量 飼料要求率 生産指数

51 21-51 21-51 0-51日齢
g g

3,242 2,510 2.01 1.88 323.8１

3,218 2,502 1.97 1.86 324.6２

3,286 2,488 1.94 1.84 339.7３

生産指数＝（体重（ )×育成率( )）× ／（飼料要求率×飼育日数）kg % 100

［その他］
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